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金沢都市圏において、これまでTDM施策により公共交通
利用の転換を進めてきた。今後も、パーク・アンド・ライドや
兼六園周遊バス等により市民や観光客の公共交通の利用
促進を図るとともに、交差点改良等により金沢都心部の渋
滞解消を図り、都心部における環境負荷の軽減を目指す。

目目 標標

平成20年度までに
対象エリアＣＯ２排出量を

896ｔ-CO2（約0.8%）削減 （Ｈ17年度比）

兼六園周遊バス

金沢都市圏における環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）モデル事業（石川
県）

（別紙２）

■公共交通利用促進
①パーク・アンド・バスライド駐車場の
整備・利用促進

②ポイントシステムの導入と
都心部商店街との連携
・カーシェアリングの導入

③サイクル・アンド・ライドの利用促進
④兼六園周遊バスの運行
⑤環境に配慮したバスの導入
⑥ＰＴＰＳの導入
⑦金沢バスロケーションシステム
（バスく～る®）の利用促進
⑧市民ﾆｰｽﾞを踏まえた運賃体系や
路線・ﾀﾞｲﾔの見直しによる利用促進
（金沢ﾊﾞｽﾄﾘｶﾞｰ方式等）

■都心部の渋滞解消
⑨野町広小路交差点
（国道１５７号、主要地方道金沢鶴来線）
⑩むさし交差点
（国道１５７号、国道１５９号）

⑪（都）金沢駅通り線の拡幅
（金沢駅武蔵北地区市街地再開発）
⑫（都）橋場若宮線

ＥＳＴモデル事業実施予定箇所図
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２％回復し、減少率約５％

公共交通利用を促進し
バス利用者の減少率を
抑える。

減少率約７％

現況のまま減少率約５％

カーシェアリングシステム

金沢城公園


